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平成２８年度第２回 読書のまち八王子推進連絡会議 会議録 

 

 

日時   平成２８年７月２１日（木） 午後６時００分～７時５０分 

 

場所   八王子市中央図書館 ３階  会議室 

 

議題   （１）第３次読書のまち八王子推進計画 平成２７年度実績及び 

平成２８年度実施計画について 

 

報告事項 （１）図書館夏休みの企画事業「夏休み図書館へ行こう！」 

（２）平成２８年度「読書感想画」・「読書感想文」コンクールの 

実施について 

 

その他 

 

 

出席者氏名 

 三浦 眞一   山﨑 久道   中川 律子   中野 正隆 

半田 あつ子  鷲林 弓子   坂本 博美   児玉 和恵 

志田原 節子  大塚 英生   増田 包子   中野目 泰明 

平塚 裕之   中村 東洋治 

欠席者氏名 

 三田村 裕   岩田 充 

 

事務局  伊比図書館部長、中村中央図書館長、新堀生涯学習センター図書館長 

村田南大沢図書館長、福田川口図書館長 

     中央図書館：馬場主査 

  生涯学習センター図書館：高橋主査、大宮主査 

     川口図書館：安藤課長補佐 

   南大沢図書館：山中主査、安齊主査 

 

傍聴人  ０ 人 
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 【議事概要】 

  議題（１）第３次読書のまち八王子推進計画 平成２７年度実績及び平成２８年度

実施計画について 

  《事務局より報告》 

     平成２７年度の主な実績として、計画５４事業のうち新規事業３項目、拡

充事業７項目、継続事業４項目について説明を行った。 

  《座長より質問》 

子どもに対する事業に力を入れているが、何か具体的な成果事例があれば

報告をお願いします。 

  《事務局より回答》 

     保護者に対して、乳幼児からの読み聞かせの重要性と推進のため、３箇所

の保健福祉センターで３・４カ月健診時に年回７２回、ブックスタート事業

を実施しています。また、毎月おはなし会を各図書館で幼児から小学校低学

年を対象に行っています。 

     このような事業は成果として直ぐに表れる物ではないので、成果を具体的

にお示しすることができませんが、地道に継続して実施することにより、長

い目で見て成果が表れてくる事業と思っています。 

     小中学校に対しては、学校図書館サポートセンターで、学校司書を全校に

配置することにより、学校図書館の環境が整備され、図書館との連携も活発

になっています。 

   《メンバーからの質問》 

    ① 小さいお子さんに対する事業については、保護者の意識も高まってきて

いて、読書に関する環境が整ってきていると思いますが、小学校高学年・

中学生・高校生に対しては今後、どのような取り組みを考えていますか。 

    ② 地区図書室からの情報発信については何か成果等はありましたか。 

    ③ 家庭の中での読書に対する取り組みについて何か啓発活動ができないか。

難しいとは思うが、もっと家庭へ入り込んだような啓発活動を行い、家庭

の中からも読書に対する習慣が付けばと思うが、どう考えますか。 

   《事務局からの回答》 

    ① 中高生に対する不読率については国レベルでも課題となっており、第３

次計画を作るうえでも議論となりましたが、なかなか効果的な手段が見出

せず、引き続きの課題となっています。本会議でも何か意見やアイデアを

いただければと思っています。 

    ② ふれあい財団のホームページに全ての地区図書室の開館時間等の情報が

掲載されましたが、地区図書室が実施している企画事業の情報については、

一部の地区図書室しか掲載されていないことから、ふれあい財団と協力し、

より一層の地区図書室の情報発信に努めていきます。 
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    ③ 図書館が直接家庭に対して読書の啓発を行うことはなかなか難しい状況

ですが、幼稚園や保育園、学童保育所などの子ども関連の施設や所管を通

じて保護者に対し、啓発活動を行っていきたいと思います。 

   《メンバーからの意見》 

    ○ 図書館へ足を運ばせることについて、大人がきっかけを与えないと子ど

もは動かない。しかし、学校などで調べ学習のため図書館へ行かせても、

「つまらない所」、「難しい本ばかりある所」と印象がついてしまう。図書

館に対する印象を「楽しい所」と思わせること、本が面白いと気付かせる

きっかけを与えることが重要ではないか。人それぞれ、興味を引く本が面

白い本なので、色々な本に出会う機会を増やすことが大切。 

    ○ ゲーム感覚で本に触れさせるのも一つの方法で、読書通帳や東久留米市

の図書館で実施している自由研究コンテストでは、図書館資料を参考とし

た自由研究の発表を行っている。 

 

 

  《事務局より報告》 

     平成２８年度の主な実施計画として、計画５４事業のうち新規事業５項目、

拡充事業６項目、継続事業２項目について説明を行った。 

   《メンバーからの質問》 

    ① 図書館利用増進として、一定の学年に利用者カードを配付するとあるが、

実施時期と実施校、配付する学年について教えていただきたい。 

    ②計画の中に出前講座の実施が入っており、学校図書館ボランティアなどに

読み聞かせの方法などを教えてほしいが、どのように実施することを検討

しているのか。 

    ③ 「保育士や保護者への読み聞かせ講座等の実施」で、保育幼稚園課など

での職員向け研修の実施とあるが、対象は公立保育園だけなのか。 

   《事務局からの回答》 

    ① すぐに市内全学校で実施すことは難しいと考えており、今年度から検討

に入る状況ですが、最初は図書館近隣の学校で小学校３～４年生を対象に

検討に入る予定です。最終的には市内全校で実施することを目指します。 

    ② 学校図書館ボランティアへの研修は、学校図書館サポートセンターが中

心となり実施していますが、依頼があれば学校支援の一環として図書館で

も実施しますので、学校単位で申し込んでいただければ可能な限り対応す

る予定です。 

    ③ 今の所、市役所内で連携をとれる公立保育園職員研修の一環として実施

を予定していますが、民間保育園・幼稚園から出前講座として依頼があれ

ば対応します。また、今年度から図書館側からも民間の保育園や幼稚園へ、
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読書活動状況について訪問調査をさせていただく予定でいますので、連携

をしていきたいと思います。 

   《メンバーからの意見》 

    ○ 図書館が近くに無くても、図書カードを持っていることが一つのステー

タスになったり、お金をかける必要はないが、魅力的なカードに出来ると

良いのではないか。 

    ○ 一定の学年に配付する際、図書館側から学校を選ぶのではなく、実施し

たい学校に手を上げてもらって実施した方が良いのではなか。 

    ○ 講座の申込方法について広報が足らないのではないか。もっと広く周知

していただきたい。 

    ○ ５４計画について、狙って撃たないと当たらないではないが、有益だっ

た計画にはより多くの投資をして、当たらなかった計画は形を変えるなり

の対処ができるよう、評価データの提示が欲しい。ポートフォリオ評価が

できれば、来年再来年の計画に活かせるのではないか。 

    ○ ＩＴを活用した障害者に対する支援を拡充していただきたい。ＩＴは障

害者に対して非常に効果的な手段であるため、一層の拡充をしていただき

たい。 

    ○ 地道な作業になるが、八王子の郷土資料の収集を引き続き行っていただ

きたい。 

 

   《座長より》 

     本日の議題のまとめとして、７点ほど確認させていただきます。 

      １．図書館に対して親しみを持ってもらい、足を運んでもらう工夫を今後

も進めていってほしい。 

      ２．小学校高学年から高校生に向けた事業が必要。 

      ３．家庭での読書に対する役割について、もっと積極的に啓発していく必

要がある。 

      ４．小学生の利用者登録を増やすにあたり、出来るところから実施し、拡

充していったらどうか。 

      ５．学校図書館サポートセンターや図書館で行っている、読書に関する研

修や講座について、もっと広報活動を実施し、誰もが気軽に手を上げら

れるような環境を作る必要がある。 

      ６．すべてに対して、広報活動をもっと充実させる必要がある。 

      ７．計画に対する評価について、いろいろな角度から評価ができるよう、

各計画について可能な限り様々なデータの提示をお願いしたい。また、

各担当所管課での評価とは別に、全体でまとめて評価する仕組みも考え

ていただきたい。 
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報告事項（１）図書館夏休みの企画事業「夏休み図書館へ行こう！」 

  《事務局より報告》 

     図書館夏休みの企画事業「夏休み図書館へ行こう！」について報告した。 

   《メンバーからの質問》 

    ① 図書館広報誌はどこに配布していますか。 

    ② イベントの申込方法について、往復ハガキでの募集があったと思うが、

往復ハガキでの申し込みは負担であり、応募者を多くするためにＦＡＸや

Ｅメールでの対応は検討しないのか。 

    ③ 「おはなし会とかがくあそび」は興味深いイベントですが、何年ほど実

施していますか。また、「かがくあそび」の内容と「おはなし会」の内容は

リンクしていますか。 

   《事務局からの回答》 

    ① 市内各図書館と事務所などの各施設で配布しています。また、夏休みの

イベント情報としては、ホームページ、広報はちおうじ、市内全小学校で

生徒に対して配布しています。 

    ② 学校教育部の事業は、ＦＡＸまたはハガキで対応しています。図書館部

の事業はＦＡＸ対応はしていませんが、今年度より往復ハガキを普通ハガ

キに変更して対応しています。 

    ③ 今年で３年目です。「おなし会」と「かがくあおそびは」はリンクするよ

うに実施しています。これにより貸し出しが増えればと思っています。 

 

 

報告事項（２）平成２８年度「読書感想画」・「読書感想文」コンクールの 

実施について 

  《事務局より報告》 

    平成２８年度「読書感想画」・「読書感想文」コンクールの 

実施について報告した。 

   《メンバーからの質問》 

     今年で何回目の実施になります。 

   《事務局からの回答》 

     「読書感想画」が１２回目、「読書感想文」が５回目になります。 

   《座長より》 

      年々応募者が増えている事業ですので、本会議としても引き続き盛り上

げていただきたいと思います。 
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その他 

   《メンバーからの質問》 

     来年は市政１００周年を迎えるが、図書館部として何か考えているのか。 

   《事務局からの回答》 

      現段階では構想だけですが、日光市と苫小牧市が本市と姉妹都市という

ことで、３市で独自性のある書籍を集めて展示会を行うなどを考えていま

す。形になるか分かりませんが、１００周年に向けた企画を検討中です。 

 

   《情報提供》 

     １１月８日から１０日に図書館総合展がパシフィコ横浜で行われますの

で、お時間のある方は足を運んでみてください。 

 

 

 

次回会議について、平成２８年１０月２０日（木）、１８時から 

八王子市中央図書館 ３階  会議室 

     で行う予定とする。 


